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後
編

高
野
街
道

和
歌
山
と
の
境
に
近
く
、
山
間
部
を
通
る
千
早
口
～
天
見
の

街
道
沿
い
に
は
、
中
世
ゆ
か
り
の
伝
説
や
里
山
集
落
が
残
り
ま
す
。

空
海
・
南
朝
伝
説
と

中
世
の
面
影
残
す
里
山
集
落

私
が
出
逢
っ
た
デ
ィ
ー
プ
な
中
世

　
高
野
街
道
は
、本
市
南
部
に
い
た
る
に

つ
れ
山
間
部
を
通
る
よ
う
に
な
り
、
付

近
に
は
空
海（
弘
法
大
師
）や
南
北
朝
時

代
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
多
く
残
り
ま
す
。

　
千
早
口
駅
近
く
の
御
所
ノ
辻
に
は
、
南

朝
の
後
村
上
天
皇
が
金
剛
寺
に
向
か
う

途
中
、
こ
こ
で
一
夜
を
明
か
し
た
な
ど
と

伝
わ
り
ま
す
。そ
こ
か
ら
南
の
松た

い

明ま
つ

屋や

で

は
、空
海
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
粽ち

ま
き

に
永
代
不

滅
の
加
持
祈
祷
を
し
た
こ
と
か
ら
、厄
除

け
の
粽
作
り
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
さ
れ
ま

す
。
天
見
駅
近
く
の
出
合
ノ
辻
は
、楠
木

正
成
軍
が
紀
州
か
ら
攻
め
て
き
た
武
士

た
ち
と
出
合
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
出
合
ノ
辻
か
ら
高
野
街
道
を
少
し

外
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
流
谷
。
そ
こ
は

中
世
の
時
代
に
石
清
水
八
幡
宮
の
領
地

「
甲か

斐い
の

庄し
ょ
う

山や
ま

郷ご
う

」
が
あ
り
ま
し
た
。
集
落

の
中
ほ
ど
に
は
八
幡
神
社
が
あ
り
、「
勧か

ん

請じ
ょ
う

縄
か
け
神
事
」
が
正
月
に
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
こ
の
神
事
は
神
社
の
ご
神
体

を
石
清
水
八
幡
宮
か
ら
勧
請
す
る
と
き
、

谷
に
縄
を
か
け
て
渡
し
た
と
い
う
伝
説

に
基
づ
く
祭
礼
で
す
。

平安時代後期以降、高野山の隆盛にともな
い、空海への信仰や伝説も各地に広がりま
した。高野山に近い本市域にも、これまで
紹介した盛松寺や月輪寺、青賀原神社をは
じめ、多くの伝説が残され、空海は地域の
人々にとって身近な存在となっています。

中世トリビア❼空海伝説

ココが中世!
流谷には、八幡神社を中心に棚田・
ため池・民家などが分布し、このよ
うな景観は江戸時代の絵図にも描か
れています。中世の古文書や湯釜も
残され、古くから人々の営みが盛ん
であったことがわかります。

Deep
!

今回の歴女
琴子さん
歴史が大好きで将来は考古
学者になりたいと思ってい
ます。観心寺や烏帽子形城
跡にはよく行きますが、天
見の辺りは初めてだったの
で、ワクワクしました。もっ
と河内長野の歴史を詳しく
知りたいと思いました。

日
本
遺
産
認
定
記
念
編
❼
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流谷の里山風景

松明屋

　
　
街
道
を
歩
く

赤い橋が目印。御神
木のイチョウは樹齢
400年以上だとか！

　
御
所
ノ
辻
地
蔵
堂

　
八
幡
神
社

松明屋周辺はのどかな風景が
続きます。真っ赤に色づいた
南天もよく見かけました♪

▲盛松寺蔵

湯釜


